
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
                
 
 
 
 
 

 正答率 

広島県 ５１．２％ 

全 国 ５１．２％ 

解答類型 
１◎
① ② ③

の全て

２○
②③

３○
①② 

４○
②のみ

５○
①③で２

人の身長

が異なる

ことだけ

６ 
２人の身

長の値が

異なるこ

とのみ 

７ 
めあてを計

算して求め

それを説明 

９ 
これ以外

０ 
無解答

広島県割合（％） 3.0 14.9 2.2 24.5 6.6 7.6 1.0 20.2 19.9

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【正答条件】 
① ２人のめあてを求める式の記述，または，めあてを求める 
式の形の説明 

② ２人の身長の値の大小判断，または，めあてを求める式で 
の２人の身長に関する部分の大小判断 

③ ２人の 50ｍ走の記録が等しいこと，または，めあてを求め 
る式での２人の 50ｍ走の記録に関する部分が等しいこと 

【出題の趣旨】 
  式の形に着目して計算結果の大小

を判断し，根拠となる考えを説明する

ことができる。 
 
【学習指導要領の内容・領域】 
 第４学年 Ｄ 数量関係 
 （２） 数量の関係を式で簡潔に表し

たり，それをよんだりすること
ができるようにする。 

     ア 四則の混合した式や（ ）
を用いた式について理解
し，正しく計算すること。

       イ 公式についての考え方を
理解し，公式を用いるこ
と。 

第５学年 Ｄ 数量関係 
（４） 簡単な式で表されている関係

について，二つの数量の対応や
変わり方に着目するなど，数量
の関係の見方や調べ方につい
ての理解を深める。  

 
 
 
○ 式の形から共通する部分と異なる部分に着目して計算結果の大小を判断できる力 
○ 筋道を立てて考え，その考えを説明できる力 
 
 
 
○ 式を基に「走り高とびのめあて」と「身長」の関係を理解できていない。       （7.6％）
○ 式に数値を当てはめて計算しているだけで，けんたの吹き出しの意味が理解できていない。 

（1.0％）
○ 問題やすでに分かっていることを基にして，根拠を明らかにして説明することができない。 
                                         （20.2％）
【誤答例】 
 例１：身長に関する部分の記述がない。（50ｍ走の記録が同じだから） 
 例２：めあての値の求め方を書いている。（けんたさんの身長 140 の半分に 120 を足して，50ｍ走

の記録 8.0 の 10 倍を引く） 
 例３：記述の内容が誤っている。（けんたさんは，よしおさんより身長が高いから） 
 
○ どのように説明したらいいのか（書き方）が分からない，解答時間が足りない，問題の意味が全
く分からない。                              （無解答 19.9％）

教科に関する調査の設問別の分析結果 
 小学校算数Ｂ問題 ６－（２） 

この問題を解くために必要な力 

誤答分析 

小学校算数指導事例③ 



 
【単元名】  体積  （第６学年） 

調査結果からみる課題 

 

【課題となる力】 
式の形から共通する部分と異なる部

分に着目して計算結果の大小を説明で
きる力 

筋道を立てて考え，その考えを説明で
きる力 

 

【指導上の課題】 

低学年からの式の意味や考え方のよ

さの指導が不十分である。 

学習活動において，自分の考えの根拠

を明らかにして説明させ，考え方や見方

を交流させる指導が不十分である。 

指導改善のポイント 
 
入れ物に一定時間入る水の容積と深さの

関係について考える 
 

【指導の工夫】  

 

   ① 問題場面から共通する部分と異

なる部分を比較して考えさせる問

題を設定する。 

 

   ② 体積の求め方等の既習事項を基

に，自分の考えを筋道立てて説明さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題】二つの花びんＡ・Ｂに水を入れ

ています。１秒間に入る水の量は２００

㎤です。 

 １００秒間水を入れると，どちらの容

器の水が深くなるでしょうか。 

そのわけを，言葉や式を使って書きま 

しょう。 

【学習課題】花びんＡと花びんＢの中

の水はどちらが深いですか。理由をみ

んなに分かりやすく説明しましょう。

花びんＡ 花びんＢ 

① 比較して考えさせる教材の工夫 

100 秒間分の体積を計算 

       （20000㎤）

次に下の部分の体積を出 

す。      (12000㎤)

残りの8000㎤をそれぞれの

底面積で割って深さを出

す。 

Ａ，Ｂとも下の部分は同

じ容積。 

上の部分は，Ａ・Ｂとも

1 秒間に入る体積（水の

量と時間）が同じなの

で，底面積で比べると…

３０

６０
６０

４０

１０

 

１０

２０

６０

１０
１０

調査結果の分析をふまえた指導改善のポイント 

小学校算数Ｂ問題 ６－（２） 

② 自分の考えを論理的に説明させる指導 

自分の考えをもたせる。 

自分の答えについて，なぜそうなるのか理由
を明確にして説明させる。 

Ａの考え Ｂの考え 

二つの考え方を比較させ，能率的な処理の
仕方に気づかせる。 

答えの根拠となる

考えを書かせる。 

じっくり考
えさせる。

はっきり表
現させる。

小学校算数指導事例③ 

自分の考えと比較しながら聞き，二つの考
え方について話し合う。 

考えの交流



 

 

本単元は，もののかさも面積と同じように，単位の大きさを決めるとそのいくつ分として数値化して

捉えることができること，体積の意味，その単位や測定の意味を理解し，体積を求めることができる

ようにすることを主なねらいとする。 

体積の学習は，前学年までの面積を求めた場合からの類推により，学習を進めていくことが大切であ

る。つまり「1㎠の正方形がいくつ分」と考えたことを想起させ，１㎤の立方体がいくつ分として考え，

数値化するのである。ただ単に体積の公式に当てはめるという形式的な扱いではなく，量感を養うこ

とが必要である。 

体積を導き出す過程において，育てたい数学的な考え方は，次のとおりである。 

○ 類推的な考え方：複合立体を既習の直方体の合わせたものとみて，求積方法を見いだす。 

 

 

 

Ｂ 主として「活用」に関する問題 ６（２） 

（１）問題の概要 

○ ２人の走り高跳びのめあてについて，計算せずに大小を比較できる理由を説明する。 

（２）出題の趣旨 

○ 式の形に着目して計算結果の大小を判断し，根拠となる考えを説明することができる。 

（３）誤答の分析 

○ 式を基に，「走り高とびのめあて」と「身長」の関係を理解することができていない。 

○ 式に数値を当てはめて計算しているだけで，けんたの吹き出しの意味が理解できていない。 

○ 問題やすでに分かっていることを基にして，根拠を明らかにして説明することができない。 

（４）指導上の課題 

○ 低学年からの式の意味や考え方のよさの指導が不十分である。 

○ 学習活動において，自分の考えの根拠を明らかにして説明させ，考え方や見方を交流させる

指導が不十分である。 

 

 

 

（１） 指導内容・指導方法について 

① いろいろな形の体積の公式を児童の言葉でつくらせ，でき上がった言葉の式に数値を当てはめ

て公式を導くようにする。この活動を通して，５年時の面積の学習を基にした類推的な考え方を

育成する。 

② 単元の流れの中で，活用問題を取り入れ，実生活と関連付けた指導の充実を図る。 

③ 問題場面から共通する部分と異なる部分を比較して考えさせる問題を設定する。 

④ 体積の求め方等の既習事項を基に，自分の考えを筋道立てて説明させることにより，論理的な

思考力を育成する。  

 

（２） 「ことばの教育」との関連 

「言語技術」を活用した指導を通して児童に付けたい力は次の通りである。 

  □ 自分の考えをまとめる場面 

小学校第６学年算数科学習指導案 

単元名：体積 
ＤＶＤ 

単元について 

全国学力・学習状況調査結果からみる課題 

指導改善のポイント 

小学校算数指導事例③ 



・・・・・■ 相手や目的に応じて必要な情報を整理して書く力。 

  □ 交流する場面       

・・・・・■ 具体的な理由・根拠を明らかにして意見を話す力。 

□ 振り返る場面       

・・・・・■ 様々な角度から書く力 

 

 

 

 

 

（全１５時間）  
評   価 

次 学習内容（時数） 
関 考 表 知 評価規準 評価方法

一 

・かたまりのかさを比べる方法を

考える。 

・体積の意味，体積の単位を知る。 

（２） 

○    

 

 

○

・クラス全員で生き物立体作り

に取り組むことを目標とし

て，いろいろな立体に関心を

もち，意欲的に比べ方を調べ

ようとしている。 

・体積の意味と単位１㎤を理解

している。 

行動観察 

発言 

ワークシ

ート 

二 

 

 

 
 

 （１）

 ○   ・面積の求め方をもとにして，

体積の求め方や公式を考えて

いる。 

行動観察 

発言 

ワークシー

ト 

三 

・直方体，立方体の体積求積公式

を使った適用問題を解決する。 

            （１） 

  ○  ・求積公式を使って体積を正し

く求めている。 

行動観察 

発言 

ノート 

四 

・複合した立体の体積の求め方を

考える。        （１） 

 ○   ・複合した立体を複数の直方体

の和として考えている。 

行動観察 

発言 

ワークシー

ト     

五 

・体積の単位㎥を知り，活用でき

る。          （１） 

   ○ ・１㎥の大きさを理解している。 行動観察 

発言 

ノート 

六 

・１㎥＝1000000㎤の関係を理解

する。         （１） 

   ○ ・１㎥の立方体の大きさを体感

して，その量感を理解してい

る。 

行動観察 

発言 

ノート 

 

七 

 

 

・のりの意味を理解し，容器には

いるものの体積を求める。 

        （１） 

  ○  ・求積公式を使って，直方体や

立方体の形をした入れ物には

いる体積を求めることができ

る。 

行動観察 

発言 

ワークシー

ト 

算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 
数量や図形についての 

表現・処理 
数量や図形についての 

知識・理解 
・身の回りにあるもの

の体積を調べたり，

その考え方を活用し

たりしようとする。 

 

 

・体積も面積と同様に，

単位のいくつ分で数

値化できると考える。

・面積の求め方をもと

にして，体積の求め方

を考える。 

・求積公式を利用して，

立体の体積や入れも

ののかさや複雑な形

の体積を求めること

ができる。 

・体積の意味と単位や

その相互関係を理解

する。 

・体積が公式によって

計算で求められるこ

とを理解する。 

直方体，立方体の体積の求め方

を考えて，公式を導き出す。 

単元の目標 

指導と評価の計画 



八 

・体積の単位の相互関係を理解す

る。          （１） 

   ○ ・体積の単位の相互関係を理解

している。 

（１ℓ =１㎥＝1000000㎤） 

行動観察 

発言 

ワークシー

ト 

九 

・不定形のものの体積を，直方体

とみなして求める。   （１） 

  

 

 

○  ・求積公式を使って，不定形の

ものの体積を求めることがで

きる。 

行動観察 

発言 

ワークシー

ト 

十 

 

 

 

 

（１）

 ○   ・身の回りにある入れ物をさが

し，入れ物にはいるおよその

体積を求める方法を考えてい

る。 

行動観察 

発言 

ワークシー

ト 

十

一 

・いろいろな問題に取り組んで確

かめをする。      （１） 

 

 

 

 

○  ・求積公式を使って問題を解く

ことができる。 

プリント 

行動観察 

十

二 

・方眼紙で生き物を作る。 （１） ○  

 

  ・決まった大きさの生き物立体

を作っている。 

作品 

行動観察 

十

三 

 

 

 

 

 

・言葉の式を使って深さの比較を

考える。        （２） 

 ○

 

 

 

 

○

  ・２つの図形の共通点や相違点

に着目して，容積にはいる水

の深さ比べを考えている。 

 

・言葉の式に着目して，計算結

果の大小を判断し，筋道立て

て考えている。 

発言 

ワークシ

ート 

プリント 

 

 

 

 

 

（１） 本時の目標 

   容器の深さ（高さ）について，図形の共通点と相違点に着目して，計算結果の大小を判断するこ

とができる。 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準
評価

方法

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習課題提示まで児童を中心に学習

を進めさせることで主体的に学習す

ることの意識を高める。 

 

 

 
○ ワークシートに見通しを書かせ，自力

解決の糸口にする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水槽の中に沈んだ石の体積の求
め方を考える。 
【活用問題】 

入れ物に一定時間に入る水の容

積と深さの関係について考え

る。【活用問題】 

本時の学習 

１ 学習問題を知る。 

Ｔ：問題を読みましょう。分かっている
こと，求めていることを発表しまし
ょう。 

３０

６０
６０

４０

１０

 １０

２０

６０

１０
１０

【問題】二つの花びんＡ・Ｂに水を入れ
ています。１秒間に入る水の量は２００
㎤です。１００秒間水を入れると，どち
らの容器の水が深くなるでしょうか。そ
のわけを，言葉や式を使って書きまし
ょう。 

花びんＡ 

花びんＢ 



 

 

○学習プリントに自分の見通しを書く。

○見通しの交流をする。 

 

 

 

 

 

 

 

①１００秒間分の体積から深さを計算し

て求める。 

②下の部分の体積は同じなので，上の部

分の底面積だけで深さを考える。 

○つまずいている児童にはヒントカー

ドを利用して考えさせる。 

○図に補助線などの分かりやすい記入

をさせ，答えの根拠となる考えを書

かせる。 

計算して

深さを考

えたり，底

面積に着

目して深

さを考え

たりして，

記述して

いる。 

ワー

クシ

ート 

発言 

 

 

 

① 【計算で答えを求める方法】 
Ｃ：私は，まず，１００秒間分の体積を

計算しました。これは２００×１０
０で２００００㎤になります。次に
下の部分の体積を出します。計算す
ると１２０００㎤になります。残り
は８０００㎤なので，これを底面積
（たて×横）でわると深さ（高さ）
が出ます。Ａは…Ｂは…。だから答
えはＢです。 

②【それぞれの底面積に着目して，計算

せずに答えを求める】 

Ｃ：ぼくは，まず，この花びんをそれぞ

れ２つの直方体に分けて考えまし

た。下の部分の体積はＡＢ両方とも

１２０００㎤になりますね。残りの

水の体積は両方とも８０００㎤で

す。これをたて×横（底面積）でわ

ると深さが出ますね。だから底面積

が狭い方が深くなります。だから，

この底面積でみて，Ｂの方が深くな

ることが分かります。 
 
  

 

Ｃ：ぼくは②だと思います。その理由は，

下の直方体は同じなので，一つ一つ計

算しなくも上の図形だけで比べたら

…。 

Ｃ：私も②の考えに賛成です。例えば，

理科の実験でビーカーと試験管に水

を入れたとき細い試験管の方が…。 

 

 

○考え方の相違点をはっきりさせて整

理していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

○どちらの考え方も認めた上で，計算し

て結果を導く方法と二つの図形の共

通点と相違点に着目して結果を導く

方法では，本時の問題ではどちらがか

わいい（かんたん・わかりやすい・い

つでも使える・いい考え）方法に当て

はまるか話し合わせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 課題を確認する。 

【学習課題】花びんＡと花びんＢではどちらが深く（高く）なるでしょうか。

（理由をみんなに分かりやすく説明しよう。） 

４ 自分の考えをもつ。 

５ 交流をする。 

複合図形を二つの直方体に分

けるなど，全体から部分へとなる

ように明確に説明をさせる。 

主な発問：どちらの考え方が「かわいい」方法でしょうか。 

Ｔ：課題を考えて発表しましょう。 

相手や目的に応じて必要な

情報を整理して書く力 

具体的な理由・根拠を明ら

かにして意見を話す力 

２ 見通しをもつ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○児童にまとめをさせる。 

○図形の共通点と相違点に着目すれば

結果が出せることが分かるというこ

とをおさえる。 

 

 

 

 

 

 

○本時の学習を通して分かったことや

感想を書かせる。（振り返りカード） 

 

 
 
 
 
 
＜事前と事後のテスト結果の比較＞ 
○ 全国学力・学習状況調査□6 －（２）の結果と授業後のテスト結果（11 月）との比較 

 

Ｔ：今日の学習のまとめを発表しまし

ょう。 

６ 今日の学習のまとめをする。 

「答えはＢである。」 

深さを求めるには，下の部分の体積（水

の量と時間）が同じだから，上の部分の

底面積だけで比べればよい。 

能率的な計算の処理の仕方は，

どちらかを根拠を明らかにしなが

ら発表させる。

７ 本時の学習を振り返る。 

Ｔ：今日の学習のまとめを書きましょ

う。 

単元を終えて（検証） 

93.5

65.6

6.5

26.2 8.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H１９．１１月

Ｈ１９．４月

正答 誤答 無解答

分析：事後テスト（自作）を行った結果，３１名中 
２９名が式に着目して，結果の大小を判断す

ることができた。無解答の児童が０となり，

全員が式や文章を使って説明することができ

た。誤答の２名は、式に数字を当てはめ計算

することはできている。しかし，筋道立てた

説明が十分ではない。 
考察：本授業は，二つの計算において，共通する部

分と異なる部分に着目して計算結果の大小を

判断し，根拠となる考えを説明する力を付け

ることに有効であったと考えられる。 

事後テスト（児童の解答用紙） 
{1.5×立ち幅跳び（㎝）}－{25×50ｍ走（秒）}
＋280 
 
 
 
 
まず，初めに，立ち幅跳びの{記録では，

コナンの方が，長いです。 
次に，50ｍ走の記録では，まる子もコナ

ンも同じ記録です。 
つまり，この計算をする中で，ちがうの

は，立ち幅跳びの記録だけだから，その立

ち幅とびの記録が長いコナンの方が，まる

子よりも幅跳びのめあては長くなります。

コナンの
方が長い 

まる子もコナ
ンも同じ 

様々な角度から書く力 


